
●

●

ROTARYJNT11RNATIONAL

GOVI≡RNOR゛S MONTMLY LETTER

ＯＦｐｌＣｇ ＯＦ ＧＯＶＩＲＮＯＲ ＯＦ ＤＩＳＴＲＩＣＴＮ０．３６５

　　　　　　　　ＹＯＳＨＩＹＵＫＩ　ＯＫＡ」ＩＭＡ

　　　　　　　　　　　ｃ／ｏ ＮＩＣＨＩＭＥＮＣＯ･，

　　　　　　　　　Ｐ．０．ＢＯＸ ＣＥＮＴＲＡＬ Ｎ０．１８，

　　　　　　　　　　　０ＳＡＫＡ，ＪＡＰＡＮ

Ｎ０．６ Ｎｏｖｅ皿ber 15. 1965）

第365区ロータリークラブ

　　会長並白c幹事殿

ガバナー月信　　第６信（昭和40年11月15日）
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ロータリー60年記念　西日本連合地区大会報告
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　年間の殼大行脳である地区年次大会は10月

22～24の３日開，秋晴れの京都市において開

催，参加者7,626人という西日本空前の大会

となり，世界大会にも匹敵するほどの盛大豪

華な絵巻をくりひろげました。「ロータリー

60年記念西日本運会地区大会」の名をもって

聞かれたこの大会は，国際ロータリー会長

ティーンストラさん個人の代理としてチヤー

　　　Ｒ．Ｉ会長代理　ペテンギル氏御夫妻

ルズ・Ｗ・ペテンギルＲ．Ｉ．直前会長臨席の

下に，富山，石川，長野，愛知，岐仏三重

各県を含む第360区，近畿の第365区，兵庫

および四国の368区，山陰山陽の369区，九

州一円の370区の５地区が名をつらね，文学

どおり日本四半分の335クラブが全部出席，

また東日本地区と海外からも75クラブが参加

しました。最初に登録委員会の報告によって

参加クラブ数，会員数，家族数を掲げます。

　　参加クラブ数　会員数　家族数　合　計

第360区　　79

第365区　　69

第368区　　65

第369区　　50

第370区　　72

東日本地区　70

海外より　　５

来　賓　　　一

奨学生　　　一

合　計　　410

　917　　420　　1,337

1,722　　708　　2,430

1,061　　464　　1,525

　521　　291　　　812
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　本大会は上記５地区ガバナーの共同責任に

よって，前年秋の地区大会直後から１ヵ年に

　　　及ぶ周到な準備が進められたもので，細川済

　　　君（京都ＲＣ）を委員長とし５地区から１人

　　　ずつ選ばれたプログラム委員が５回にわたっ

　　　て京都および大阪に会合，慎重に検討のうえ

　　　実行に移されたものですが，この実行を引受

　　　けたホストクラブ京都ＲＣの筆舌を越えるご

　　　苦労に対し，また，応援に当ったコホストの

　　　京都市内各クラブをも含めて，深甚な感謝の

　　　意を表したいと思います。

　　　　以下，プログラムの順序に従って大会のハ

　　　イライトを記録します。

　　　　◇前夜懇談会（10・22・全）

　　　　ところ　京都市低回・歌訓練場

　　　　と　き　午後3:00～3:30　登録

　　　　参加者は５地区の会長・幹事651人のほか

　　　来賓としてＲＩ会長代理ペテンギル，同夫人

　　　をはじめ

　　　　　小林元ＲＩ第一副会長，東ケ崎直前ＲＩ

　　　　　第二副会長，全国より元，前，現ガバナ

　　　　　ーら合せて59人，合計710人。

　　　　午後3:30開会，第365区岡島ガバナーの

　　　来賓紹介とあいさつがあったのち，第360区

　　　安野直前ガバナーのリーダーの下でただちに

　　　協議懇談に入る。協議題目つぎのとおり：

　　　　田　ロータリー60周年に当り日本における

　　　ロータリーの開拓者に対する感謝の件（説

　　　明：大阪ＲＣ塚本義隆君）

　　　　（2）国際ロータリーの理事会構成を現状に

　　　適合するよう改善要望の件（説明：京都北Ｒ

　　　Ｃ楽手治郎君）

　　　　（3）1966年デンバー国際大会への提出議案

　　　および規定審議会への地区代表選挙の件（説

　　　明：名古屋ＲＣ吉田市郎君）

　　　　（4）国土を緑と花で美しくする運動推進の

　　　件（説明：京都ＲＣ堀内済君）

　　　　（5）1969年ホノルル国際大会に日本より

　　　多数出席奨励の件（説明：横浜ＲＣ永沼政

　　　久君）
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　（6）米山,記念奨学会に末加入の若干クラブ

に対し加入を奨める件（説明：元ＲＩ副会艮

小林雅一君）

　（7）本大会ホストクラブ，コホストクラブ

に対する感謝の件（説明：軽井沢ＲＣ）

　團　明年度各地区大会開催地決定の件（説

明:神野360区ガバナー）

　午後5:15協議終了，余興に入る。「だら

りの帯」の期妓さんが「都おどり」を上演す

るステージで，今夜は日本舞踊の巨匠井上八

千代さんの「竹生鵠」つづいて，祇園ねえさ

んたちの舞「高砂丹前」を観賞。終って模擬

店式の夕食会があって午後７時半散会。

　◇大会第一日（10・23・土）

　ところ　京都市西京極・京都市体育館

　と　き　8:00～10:00　登録

　室内大競技場にいすをぎっしりならべ，さ

らに周囲の観覧席を合せて7,000人を収容す

るマンモス会場も，開会前には文字どおり，

りっすいの余地なく，到着のおくれた会員

　　365区ガバナーノミニー紹介

　　檀上ガバナー　右隣り北村ガバナーノミニー

家族たちは場外にあふれ，その数1,000人。

ホストクラブか万一一に備えた中継用の場外の

テレビ受像機が役に立った有様。二階観覧席

から場内を見渡した光景は４年半前の東京・

晴海における国際大会の第一会場と全く同じ

感じを受けるほど雄大でありました。

　午前10時，西村人治郎大会幹事（京都Ｒ

一⑧－

Ｃ）の開会宣言によって開幕，ソングリーダ

ー藤山一郎君（東京西ＲＣ）の指拝で「君か

代」「奉仕の理想」を大合唱ののち，つぎの

プログラムにより進行しました。

　開会のあいさつ　　　岡島365区ガバナー

　歓迎の辞　　　　　　山中ホストクラブ会長

　同　上　　　　　　高山義三京都市長

　メッセージ　　　　　ペテンギルＲＩ会長代理

　物故会員へ黙祷　　　竹原369区ガバナー

　祝　辞（代読）　　　金鎖仁韓国ガバナー

　ガバナー・アドレス　５地区各ガバナー

　登録委員会報告　　　藤井委員長（京都）

　　（休憩昼食）

　新クラブ28紹介　　　各地区ガバナー

　資格審査委員会報告　井口竹次郎委員長（大阪）

　記念講演「ロータリー60年を顧みて」

　　　　　　　　　　　鳥愛別三郎元ガバナー

　選挙委員会報告　　　小林秀雄委員長（神戸）

　新ガバナーノミニー紹介

　　　　　　　　　　　各地区ガバナー

　同　あいさつ　　　　各ノミニー

　余興　　　　　司会　宮田　坪（ＮＨＫ）

　「京の四季」　　　　祇園甲部舞妓連中

　　ロータリー五人男　元ガバナー有志

　　　　　　　　　　　（伊藤，中牟田，米原。

　　　　　　　　　　　三宅，緒方）

　宝塚踊り絵巻　　　　宝塚敏和湧花組

　　（散会午後4:15）

　◇大会第一日のハイライト

○高山京都市長の歓迎の辞は，ありふれたぞ

　れてなく，同氏が最近京都クラブの名誉会

　員に推薦されたこと；　前例を破って市の

　体育館を大会のため開放したこと；本日の

　ロータリー大会に市長を出席させるため，

　京都市会が開会を午後に延刻するという異

　例の処置をとったこと；ＲＩ会長のメッセ

　ージの一節（二人の人間が山中で出会って

　兄弟とわかった物語り）を読んでロータリ

　ーに対する認識を改めたこと；などを話さ

　れ満堂大いに感動。

○正午前，プログラムにない一幕が展開され

　ました。すなわち，シンガポールＲＣのア



　－サー・テバタサンＲＩ理罫（４年的ＲＩ

　会長代理として福井入会へ出席したことあ

　り）からはるばる飛行機で蘭花の一鉢が屈

　けられ，それか小話台に飾られたとたん，

　壇上の電話ベルが鳴って，テバタサン本人

　から，出席中の車ケ崎ＲＩ直前第二副会長

　を呼び出し，大会の成功を祈るあいさつを

　伝えました。つづいて今度は，ＲＩ中央事

　務荷車半現部長ドワイト・パタソン君に電

　話がつながり，会長代理として出席中のペ

　テンギル氏か，本大会盛況の模様を壇上か

　らエバンストンヘ報告しました。このシン

　ガポールおよびアメリカヘの電話連絡は

　いずれも，国際電信電話ＫＫ黒田義晴君

　　（大阪ＲＣ会員）サービスの出演でありま

　した。

へ仙追刊三郎氏の恋恋講演は，60年前ロータ

　リーの朗立当時，日本は帝政ロシアと戦争

　最中であったことから説き起し，戦争と平

　和の問題，さらに，日本か過去45年間に世

　界第３位のロータリー国に躍進したについ

　ては，その間多くの人の知らない，苫個と

　努力の連続であったことなどを語り，聴衆

　に深い感銘を与えました。

（ペテンギル氏によってＲＩ会長のメッセー

　ジが30分にわたり莫語で伝えられた。その

　結語において，今日，混乱の世界が必要と

　しているのは「愛と理解」であると説き，

　ロータリーこそはこの二つを豊富に供給で

　きる一大組織である。われわれはビジ‘ョン

　をもって，全人類が脂和と調和のうちに生

　活できる世界を未来につくることを夢みよ

　うではないか，と訴えました。

　◇部門別協議会（四大部門）

　午後４時30分から５時30分まで四大部門別

の協議会が開催されました。例年の地区大会

④

では，クラブサービスを２または３に分け，

また，社会奉仕のうち，青少年部門を独立討

議する慣例ですが，本年は参加者が各部門と

も，１クラブ１人ずつとしても，335人の多

数に及ぶので，会場の都合もあって，四大部

門別としました。　本会活現に近い光華父子

学園と京都外川語大学の教室か会場に当てら

れ，前者はクラブサービスおよび職業奉仕，

後者は社会奉仕と国際奉仕（インターアクト

を含む）としました。各部門のリーダーは次

のとおり。

　クラブサービス　堀内　清　365区直前ガバナー

　職　業　奉　仕　滝川清一　368区　　ﾉ/

　社　会　率　仕　正岡　旭　369区　　//

　国　際　奉　仕　町田秀美　370区　　//

　本会議が４時15分に終了後，部門別協議会

出窓者は，そのあと１時間あまり残ってロー

タリー活動各分野について熱心な勉強をした

わけです。　参加者はクラブサービス部門303

人，国際奉仕部門320人と報告されました。

｢余興Jn一タり一五人男　バストガバナー有志

　◇ガバナー・ノミニー選挙

　各地区とも指名委ｎ会の推薦したノミニ，

候補以外には対立候補が誰れも出なかづ,たの

で決議委ｎ会は投票を用いず，次の５君を,そ

れぞれの地区の次年度ガバナー・ノミニーに

宣言，大会は濡場一致これを承認しましだ；
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　第360区　岡|11　良介（金沢）外科医

　第365区　北村孝治郎（大津）‰偏心９７

　第368区　難波　紋吉（西宮）女子教育

　第369区　古瀬　　庸（松江）眼科医

　第370区　吉村　常勤（熊木）日本酒醸造

　なお，上記５名のノミニーは明年６月，ア

メリカ・デンバー市の国際大会における規定

審議会の各地区代表に選挙されました。

　心大会晩餐会

　恒例の記念晩甕会は遠来のロータリアン

との懇親を深めるためのよい機会として重要

視されていますが，本年の述合大会はなにぷ

ん7,600人を越える多数であり，到底一堂に

会食することか不可能であるため，希望者の

みの晩撮会にとどめて，京都市内の４ホテル

に各1,000人ずつ割り当て，ホストクラブお

よびコホストクラブが案内その他のお世話を

しました。

　　京都ホテル　　　　360区，368区

　　京都タワーホテル　365区

　　京都国際ホテル　　369区犬

　　都ホテル　　　　　370区，東日本各地区

　○大会第二日（10・24一日）

　ところ　京都市岡崎・京都会館

　　　　　第２会場　勧業館「友愛の家」

　と　き　10:00～17:30

　第二日は会議場を市東部岡崎の京都会館第

１ホールに移しましたが，収容人員2,500人

であるため，道路をへだてた向側の勧業館に

　「友愛の家」を設けて，ここヘテレビ受像機

を20台備えて本会議場の状景を中継映写しま

した。「友愛の家」には京都伝統の民芸展示

と実演（10店）が行なわれ，さらに裏千家の

野点席や，模擬店（25店）が飲みもの食べも

のを提供したほか，各種の余興（島原の太夫

道中，先斗町の「祭り」囃子，白川女の花踊

り，また，京都会館第２ホールではキモノ・

一面

ショーなど）京都情緒がいっぱいでした。

「友愛の家」の前庭には「菊水鉾」か組み立

てられ｡，時節はずれなから祇園祭のコンチキ

チンの鉦と笛のメロディが流れました。大会

第２日のプログラム：

部門別協議会報告　各リーダーより

　奨学生のスピーチ　セモア・リットン（カナダ）

　講演「汗と人間」　久野　寧（京都ＲＣ）

　出席優秀クラブ表彰（昼食時間，第２会場）

　パネル討議「ロータリーよ何処へ」

　決議委ｎ会報告と採決　368区宮本ガバナー

　ＲＩ会長代理へ記念品贈呈　370区島津ガバj一一

　ベテラン・ロータリアン表彰

　（20年以上の会員169人）

　参加クラブ代表あいさつ　鹿児島ＲＣ有馬会長

　余　興　　能楽「船弁慶」金剛　巌

　　　　　　舞踊「神田祭」市川右太衛門

　　　　　　シャンソン　　越路吹雪

　○大会２日のハイライト

Ｏ奨学生リットン君（カナダ）のうますぎる

日木語Iスピーチに満場感心。同君は京大文学

部で官本武蔵の「五輪の書」を研究中で″森

武造″と自分の名前を付けたと披露。「森」

はカナダの代表産業のつもりだそうです。

なお，豪州からの奨学生ウィルソン君，ほか

に米山奨学生12人が出席していました。

　○ペテンギルさんへ罰る記念品として，高

さ２メートルの部厚いBook形の箱がステー

ジヘ持ち出され，その表紙（？）には彼の昨

年のターゲット″Live Rotary″ の金文字が

見えています。箱をあけて取り出されたのは

６枚折りの金屏風２双で大拍手。　また，

Madeline夫人には京友禅の羽織が贈られま

した。

　○ﾉ゛ネル討議のモデレーターは松本兼二郎

370区元ガバナーが，また，パネラ。にはつ

ぎの５君が当り，将来のロータリーのありか

たについて，中味の充実した，活澄な意見か

開陳されました。



名古屋西ＲＣ

大阪ＲＣ

徳島ＲＣ

下関ＲＣ

宮崎ＲＣ

加藤恭太郎

平井　好一

伊藤半次郎

梅崎　普一

岩切章太郎

　○講演「汗と人間」の講師久野寧氏は京都

のロータリアンでその道随一の専門研究家で

すが，きわめて通俗的に，人体の不思議な自

然調節構造について有益なお話を伺うことが

できました。

　○大会決議は７項目あり，森下弘決議委員

長の詳しい昆明ののち全部満場大拍手をもっ

て可決されました。（１）国際ロータリー会

長代理派遣に感謝　（２）日本におけるロー

タリーの開拓者および指店者に対する感謝

　（３）ロータリー60年を契機としてＲＩの組

織および会員活動を強化する件　（４）国土

を縁と花で美しくする運動の推進　（５）直

前ガバナーに対し感謝　（６）ホストクラブ

・コホストクラブならびに関採譜官庁・諸団

体に対する感謝　（７）次年度各地区大会開

催地決定の件。

　上記のうち，（２）（３）（４）はロータ

リー60年記念連合大会としてきわめてふさわ

しい決議でありました。（３）はＲＩ理事会

構成の改善を要望したもので，その具体提案

作成のため６人の特別委員を選任して問題の

処理を付託することに決議されました。

　◇観光・ゴルフなど

　前夜懇談会当日（22日）には「時代祭」

観覧希望者のため京都御所内に約4,000人の

特別席が設けられました。また，大会終了後

　（24日夜および25日）には3,000人を越える

会員家族が13のコースに分れて日帰えりの観

光に参加しました。

　懇親ゴルフ会は22日（金）京都コースおよ

び城陽コースの２ヵ所でＡＢＣＤＥの５グル

－プに分けて行なわれ，298人か参加しまし

たが，Ａグループ（城陽）では大会委員長大

倉洽一君夫人宮子さん（H.17）がネット67

で優勝，ガバナー杯を獲得されました。

　　　再び専門的訓練のための補助金

Awards for Technical　Training.again

　本件に就いては９月15日附月信（第２頁）

に記述して置きましたが，ロータリーの友10

月号の19頁にも詳細載って居りますから，御

知らせ致します。又申込書々式か最近手許に

届いて参りましたので御入用の向は申し出で

下さい。

　　　　研究グループの交換

　　　　Group Study Exchange

　本件は「研究グループ交換計画発表」と

題して詳しい報告が10月号の国際ロータリー

・ニュスに出て居りますので鼓に詳細を再述

することを省略しますが，このプログラムに

よると年令22歳より30歳までの青年事業家お

よび専門的職業人６名よりなる研究チームを

組み合わされた地区間で２ヵ月間交換訪問を

することとなります。 1966－68年度研究グル

ープ交換と補助金の受付けについてはロータ

リー財団管理委員会で40地区までを限度に選

考いたします。本計画に参加希望の地区は19

66年１月31日までにエヴァンストンの事務局

へ申請書と旅行計画を提出を要します。

　又，本年度研究チームを派遣する地区は翌

年度組み合わせ地区より研究グループを受け

入れることになります。尚申請書提出の前に

地区内クラブの％の同意表明を得なければな

りません。申清書用紙及び説明書リフレット

は最近文献東京事務所から送って参りました

ので御入用の方はお申し出で下さい。

⑤－
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